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第１章 調査の概要 

１．調査概要 

（１）高齢者基礎調査 

①調査の目的 

令和６年度を計画の始期とする第９期練馬区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定の

ための基礎資料を得ることを目的とし、以下の調査を実施した。 

 

②調査方法 

いずれの調査も、郵送法（郵送配付・郵送回収）により実施した。 

 

③調査対象 

各調査の調査対象者は、④特別養護老人ホーム入所待機者調査、⑤介護サービス事業所調査

を除き住民基本台帳から無作為抽出した。無作為抽出は、調査間での対象者の重複を避け、

所定の人数を抽出した。 

調査種別 調査対象 図・表中での記載名 

①高齢者一般調査 
介護保険の認定を受けていない65歳以上の区民から無作

為に2,500人を抽出した（総合事業対象者を含まない）。 
高齢者一般 

②要支援・要介護認定

者調査 

介護保険の認定を受けている65歳以上の区民から無作為

に6,500人を抽出した（総合事業対象者を含む）。 

要支援認定者 

要介護認定者 

③これから高齢期を 

迎える方の調査 

介護保険の認定を受けていない55～64歳の区民から無作

為に800人を抽出した。 
これから高齢期 

④特別養護老人ホーム

入所待機者調査 

特別養護老人ホーム入所待機者の方全員1,025人を対象

とした。 

【特養入所待機者】 

全体 

13ﾎﾟｲﾝﾄ以上 

12ﾎﾟｲﾝﾄ以下 

⑤介護サービス事業所

調査 

介護サービスを提供している区内の全事業所1,050事業

所を対象とした。 
介護サービス事業所 

⑥介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 

要介護認定（要介護１～５）を受けていない65歳以上の

区民から無作為に2,200人を抽出した（総合事業対象者

を含む）。 

 

※④特別養護老人ホーム入所待機者調査では、全体での集計の他に、練馬区特別養護老人ホーム入所基準の指数が 

13ポイント以上の方と12ポイント以下の方を分けて集計を行った 
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④回収状況 

№ 調査種別 対象者数 回収数 回収率 有効回収数 有効回収率 

① 高齢者一般調査 2,500 1,517 60.7% 1,516 60.6% 

② 要支援・要介護認定者調査 6,500 2,951 45.4% 2,946 45.3% 

   要支援認定者 2,300 ― ― 1,280 55.7% 

   要介護認定者 4,200 ― ― 1,344 32.0% 

③ これから高齢期を迎える方の調査 800 391 48.9% 391 48.9% 

④ 特別養護老人ホーム入所待機者調査 1,025 444 43.3% 311 30.3% 

   12 ポイント以下（指数低） 767 353 46.0% 246 32.1% 

   13 ポイント以上（指数高） 258 91 35.3% 65 25.2% 

⑤ 介護サービス事業所調査 1,050 540 51.4% 540 51.4% 

⑥ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 2,200 1,577 71.7% 1,577 71.7% 

※②要支援・要介護認定者調査では、要介護度が不明な回答も有効とするため、要支援認定者と要介護認定者の合計が

全体を示す数値と一致しない 

 

（２）在宅介護実態調査 

①調査の目的 

「介護離職をなくしていくためにはどのようなサービスが必要か」といった観点から、「高齢

者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」の実現に向けた介護サービス

の在り方を検討するための基礎資料を得ることを目的とし、調査を実施した。調査項目は

『在宅介護実態調査』として国が示した内容とした。 

 

②調査方法 

介護保険認定調査実施時に、介護保険認定調査員等が、調査対象者や調査に立ち会っている

家族などに、聞き取り調査を行った。 

 

③調査対象 

区内で在宅生活をしている、要支援・要介護認定の更新申請または区分変更申請に伴う認定

調査対象者とその家族で、「在宅介護実態調査」へのご協力の了解を得られた方。 

 

④回収状況 

対象者数 有効回収数（率） 

616 616（100％） 
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（３）施設整備調査 

①調査の目的 

第９期練馬区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定のための基礎資料を得ることを目

的とし、区内に所在する介護保険施設等を対象に、施設の利用状況等の調査を実施した。 

 

②回収状況 

施設類型 施設数 回収数 回収率 

１ 特別養護老人ホーム 37施設 37施設 100.0％ 

２ ショートステイ 42施設 42施設 100.0％ 

３ 介護老人保健施設 14施設 14施設 100.0％ 

４ 有料老人ホーム 80施設 62施設 77.5％ 

５ サービス付き高齢者向け住宅 20施設 10施設 50.0％ 

６ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 ８施設 ８施設 100.0％ 

７ 夜間対応型訪問介護 ２施設 ２施設 100.0％ 

８ 地域密着型通所介護 110施設 98施設 89.1％ 

９ （介護予防）認知症対応型通所介護 11施設 11施設 100.0％ 

10 （介護予防）小規模多機能型居宅介護・ 

看護小規模多機能型居宅介護 
23施設 22施設 95.7％ 

11 （介護予防）認知症対応型共同生活介護 38施設 32施設 84.2％ 

 

 

 

２．調査結果を見る上での注意事項 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・図・表中の「－」は回答者が皆無のものである。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。従って、単数回

答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて100％にならない場合

がある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。 

・複数の回答選択肢を１つにまとめて分析する場合（例えば、「とてもよい」と「まあよい」を合

算し、「よい」として分析する場合）、回答選択肢ごとの比率を合計した数値と、１つにまとめ

た比率の数値が異なる場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

る。 
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第２章 高齢者基礎調査 

１．回答者の基本属性 

（１）世帯の状況 

①世帯構成 

○高齢者一般では、「１人暮らし」が32.3％、「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」が26.6％、

「夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）」が6.3％、「子との２世帯」が17.7％、「親との２世帯」

が1.5％、「親・子との３世帯」が1.1％となっている。 

○要支援認定者では、「１人暮らし」が38.7％、「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」が

24.8％、「夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）」が3.0％、「子との２世帯」が18.0％、「親と

の２世帯」が0.9％、「親・子との３世帯」が0.9％となっている。 

○要介護認定者では、「１人暮らし」が25.5％、「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」が

23.7％、「夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）」が2.2％、「子との２世帯」が27.9％、「親と

の２世帯」が0.9％、「親・子との３世帯」が0.9％となっている。 

○これから高齢期では、「１人暮らし」が17.9％、「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」が

10.7％、「夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）」が21.0％、「子との２世帯」が24.6％、「親

との２世帯」が8.2％、「親・子との３世帯」が3.8％となっている。 

○特養入所待機者では、「１人暮らし」が23.5％、「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」が

19.6％、「夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）」が2.6％、「子との２世帯」が29.6％、「親と

の２世帯」が1.9％、「親・子との３世帯」が0.3％となっている。 
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②子どもに関する心配ごと 

○子どもが「いる」と回答した人の子どもに関する心配事は、いずれの調査でも、「特にない」

が最も高く、５割半ばから７割近くとなっている。 

○心配ごととしては、いずれの調査でも、「子どもの経済状態」、「子どもの仕事」、「子どもの

病気・障害」が上位に挙がっている。これから高齢期では、「子どもの仕事」と「子どもの

経済状態」が２割前後と他の調査と比べて高くなっている。 

 

（複数回答） 
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２．住まい 

（１）介護が必要になった場合に希望する暮らし方 

○いずれの調査でも、「自宅で、介護保険のサービスを中心に利用したい」が最も高く、３割

超から４割超となっている。 

○“自宅で暮らしたい”（「自宅で、介護保険のサービスを中心に利用したい」と「自宅で、

家族や親族などからの介護を中心に受けたい」の合計）は、高齢者一般で46.1％、要支援

認定者で51.8％、要介護認定者で52.6％、これから高齢期で37.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 シルバーピア 

※2 サービス付き高齢者向け住宅、都市型軽費老人ホーム、住宅型有料老人ホーム 

※3 特別養護老人ホーム、介護付き有料老人ホーム、認知症高齢者グループホーム 
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住

宅

（
※

2

）
に

住

み

替

え

て

、

介

護

保

険

の

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

し

た

い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
あ
る
施

設
・
住
宅

（
※
3

）
に
入
り
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

自
宅
で

、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス

を
中
心
に
利
用
し
た
い

自
宅
で

、
家
族
や
親
族
な
ど
か
ら

の
介
護
を
中
心
に
受
け
た
い

家
族
や
親
族
な
ど
の
家
に
住
み
替

え
て

、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を

中
心
に
利
用
し
た
い

家
族
や
親
族
な
ど
の
家
に
住
み
替

え
て

、
家
族
や
親
族
な
ど
か
ら
の

介
護
を
中
心
に
受
け
た
い

安
否
確
認
サ
ー

ビ
ス
の
あ
る
住
宅

（
※
1

）
に
住
み
替
え
て

、
介
護

保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
い

安

否

確

認

と

食

事

や

入

浴

の

サ

ー

ビ

ス

の

あ

る

住

宅

（
※

2

）
に

住

み

替

え

て

、

介

護

保

険

の

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

し

た

い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
あ
る
施

設
・
住
宅

（
※
3

）
に
入
り
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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３．社会参加 

（１）就労状況 

①就労状況 

○“仕事をしている”（「仕事はしていない」を除く）は、高齢者一般で35.9％、これから高

齢期で80.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②働き続けたい年齢 

○“仕事をしている”と回答した人の働き続けたい年齢は、高齢者一般では、「ずっと働きた

い」（36.0％）が最も高く、次いで「71～75歳まで」（27.8％）、「76～80歳まで」（18.6％）

の順となっている。 

○これから高齢期では、「66～70歳まで」（30.3％）が最も高く、次いで「65歳まで」

（29.6％）、「ずっと働きたい」（21.7％）の順となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者一般 (1,516) 35.9

これから高齢期 (391) 80.3

(%)

〈
仕
事
を
し
て
い
る

〉
ｎ

58.8 14.1

2.6 0.3

4.6 19.4

0.3

14.1 11.3 5.7

0.7

4.2 61.1 3.0

週
５
日

以
上

、

仕
事
を

し
て
い

る 週
３
～

４
日

、

仕
事
を

し
て
い

る 週
１
～

２
日

、

仕
事
を

し
て
い

る １
か
月

に
１
日

程
度

、
仕
事
を

し
て
い

る

不
定
期

に
仕
事

を
し
て

い
る

仕
事
は

し
て
い

な
い

無
回
答

高齢者一般 (544)

これから高齢期 (314)

(%)
ｎ

29.6 30.3 11.5

1.6

21.7 3.5

1.9

0.2

12.1 27.8 18.6 36.0

2.2

3.1

65
歳
ま
で 

66
～
70
歳
ま
で 

71
～
75
歳
ま
で 

76
～
80
歳
ま
で 

ず
っ
と
働
き
た
い 

こ
れ
以
上 

働
き
た
く
な
い 

無
回
答 
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③働く理由 

○“仕事をしている”と回答した人の働く理由は、高齢者一般では「生活費を得るため」

（50.1％）が最も高く、次いで「健康のため」（48.3％）、「生きがいを得るため」（42.1％）

の順となっている。 

○これから高齢期では、「生活費を得るため」（70.4％）が最も高く、次いで「将来への蓄え

（預貯金）のため」（38.4％）、「健康のため」（38.0％）の順となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 経年比較 ／ 高齢者一般 ］ 

○過去の調査結果と比較すると、「生活費を得るため」、「持っている技術や経験を活かすた

め」、「将来への蓄えのため」のポイントが高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）

n

生
活
費
を
得
る
た
め

健
康
の
た
め

生
き
が
い
を
得
る
た
め

小
遣
い
を
得
る
た
め

持

っ
て
い
る
技
術
や
経

験
を
活
か
す
た
め

何
も
し
な
い
で
い
る
と

退
屈
な
た
め

将
来
へ
の
蓄
え

（
預
貯

金

）
の
た
め

そ
の
他

無
回
答

令和４年度 515 50.1 48.3 42.1 31.3 30.7 24.1 22.9 5.0 1.7

令和元年度 502 46.6 55.4 42.0 32.5 26.9 29.1 18.3 6.6 2.2

平成28年度 491 48.9 53.0 43.2 26.7 24.4 34.2 15.7 6.5 2.6

生活費を得るため

小遣いを得るため

将来への蓄え（預貯金）のため

生きがいを得るため

持っている技術や経験を活かすため

健康のため

何もしないでいると退屈なため

その他

無回答

50.1

31.3

22.9

42.1

30.7

48.3

24.1

5.0

1.7

70.4

31.3

38.4

36.7

27.9

38.0

26.9

6.1

0.7

0 20 40 60 80

高齢者一般 n=(515)  

これから高齢期 n=(297)  

(%)
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（２）地域活動に参加するきっかけ 

○地域活動に「参加していない」と回答した人の地域活動に参加するきっかけは、いずれの

調査でも、「関心・興味のあるテーマがあれば活動したい」が最も高く、高齢者一般で

32.9％、これから高齢期で42.6％となっている。 

○「時間に余裕があれば活動したい」は、高齢者一般の15.1％に対して、これから高齢期で

は30.4％となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他

活動したくない・関心がない

無回答

活動や団体に関する情報の紹介や
団体とのマッチングがあれば活動したい

時間に余裕があれば活動したい

知り合いがいれば活動したい

世話人やリーダーがいれば活動したい

関心・興味のあるテーマがあれば活動したい

活動する場が身近なところにあれば活動したい

健康状態がよくなったら活動したい

現役のうちから高齢期のライフプランを考えるための
機会や情報提供があれば活動したい

11.5

15.1

11.1

4.1

32.9

20.1

8.3

2.6

7.0

29.7

8.7

15.6

30.4

14.1

2.5

42.6

20.9

3.7

8.0

4.6

24.5

4.0

0 20 40 60

高齢者一般 n=(1,006)  

これから高齢期 n=(326)  

(%)
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（３）孤立を感じる頻度 

 

【人との付き合いがないと感じる】 

○人との付き合いがないと感じることが“ある”（「常にある」と「時々ある」の合計）は、

高齢者一般で36.1％、要支援認定者で47.2％、要介護認定者で47.5％、これから高齢期で

47.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者一般 (1,516) 36.1

要支援認定者 (1,280) 47.2

要介護認定者 (1,344) 47.5

これから高齢期 (391) 47.6

(%)

〈
あ
る

〉ｎ

14.8

10.4

17.9

32.3

33.5

33.5

33.3

31.4

33.5

13.9

16.1

14.1

5.6

8.6

1.0

21.4 38.9 26.0 10.2 3.5

決
し
て

な
い

ほ
と
ん

ど
な
い

時
々
あ

る

常
に
あ

る

無
回
答



11 

 

【他の人たちから孤立していると感じる】 

○他の人たちから孤立していると感じることが“ある”（「常にある」と「時々ある」の合計）

は、高齢者一般で17.3％、要支援認定者で27.5％、要介護認定者で34.7％、これから高齢

期で31.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 世帯構成別 ／ 高齢者一般 ］ 

○世帯構成別にみると、『１人暮らし』は、“ある”が２割超で他の世帯構成と比べて高く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者一般 (1,516) 17.3

要支援認定者 (1,280) 27.5

要介護認定者 (1,344) 34.7

これから高齢期 (391) 31.5

(%)

〈
あ
る

〉ｎ

20.3

15.7

20.2

47.1

41.2

47.6

23.4

26.5

26.1

4.1

8.2

5.4

5.1

8.4

0.8

25.1 54.2 15.1

2.2

3.3

決
し
て

な
い

ほ
と
ん

ど
な
い

時
々
あ

る

常
に
あ

る

無
回
答

（％）

n

決
し
て
な
い

ほ
と
ん
ど
な
い

時
々
あ
る

常
に
あ
る

無
回
答

あ
る

高齢者一般 1,516 25.1 54.2 15.1 2.2 3.3 17.3

１人暮らし 489 23.9 48.5 18.6 4.3 4.7 22.9

夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上） 404 23.5 60.1 14.1 1.0 1.2 15.1

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 95 32.6 54.7 10.5 1.1 1.1 11.6

子との２世帯 269 26.8 55.4 12.6 1.1 4.1 13.8

その他 218 25.7 55.5 14.7 1.8 2.3 16.5
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４．健康・介護予防・フレイル予防 

（１）介護予防・フレイル予防の取組状況 

○いずれの調査でも、「栄養不足にならないように、１日で多様な食品を食べるようにしてい

る」が最も高く、高齢者一般で66.1％、これから高齢期で47.6％となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 介護予防・フレイル予防の取組状況 ］ 

○“介護予防・フレイル予防に取り組んでいる”（「何もしていない」を除く）は、高齢者一

般で82.5％、これから高齢期で65.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者一般 (1,516)

これから高齢期 (391)

(%)
ｎ

65.7 32.7

1.5

82.5 14.4 3.1

介
護

予

防

・
フ

レ

イ

ル
予

防

に

取
り

組

ん

で
い

る

何
も

し

て

い
な

い

無
回

答

栄養不足にならないように、１日で多様な食品を食べるようにしている

何でもおいしく食べられるように、
歯科検診を受けたり、お口の体操やマッサージを行っている

筋力や体力が落ちないよう、運動・スポーツを行っている

脳を活性化するために、知的活動を行ったり、新しいことにチャレンジしている

人との交流を減らさないように、
友人・知人との外出や、地域の活動（サークルなど）に参加している

何もしていない

無回答

66.1

35.5

47.0

31.7

31.8

14.4

3.1

47.6

26.6

40.7

24.3

19.2

32.7

1.5

0 20 40 60 80

高齢者一般 n=(1,516)  

これから高齢期 n=(391)  

(%)
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５．介護保険 

（１）要介護認定を申請した主な原因 

○要支援認定者では、「高齢による衰弱」（14.7％）が最も高く、「骨折・転倒」（13.8％）、

「脳卒中」（7.0％）が上位に挙がっている。 

○要介護認定者では、「骨折・転倒」（14.2％）が最も高く、「認知症」（14.1％）、「高齢によ

る衰弱」（12.6％）が上位に挙がっている。 

○要介護認定者では、「認知症」が14.1％を占める一方、要支援認定者では、1.5％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

糖尿病

視覚・聴覚障害

骨折・転倒

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

わからない

無回答

7.0

6.2

4.2

2.3

6.0

1.5

1.8

1.9

1.9

13.8

5.7

14.7

13.1

4.1

15.9

10.5

3.8

2.9

2.8

2.9

14.1

3.1

2.1

1.7

14.2

4.3

12.6

8.9

2.6

13.5

0 5 10 15 20

要支援認定者 n=(1,280)  

要介護認定者 n=(1,344)  

(%)
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（２）介護保険サービスの利用状況 

○要支援認定者では、「いずれも利用していない」（31.9％）が最も高く、次いで「福祉用具

貸与・購入」（19.4％）、「訪問介護」（16.5％）、「通所リハビリテーション」（14.9％）の順

となっている。 

○要介護認定者では、「福祉用具貸与・購入」（34.4％）が最も高く、次いで「通所介護」

（28.9％）、「訪問介護」（24.1％）の順となっている。 

○特養入所待機者では、「通所介護」（31.2％）が最も高く、次いで「福祉用具貸与・購入」

（27.0％）、短期入所生活介護（25.7％）の順となっている。 

○特養入所待機者では、「短期入所生活介護」が２割半ばと他の調査と比べて高くなっている。 

 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サービス付き高齢者向け住宅

いずれも利用していない

無回答

介護療養型医療施設
（介護医療院を含む）

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

（24時間対応の訪問サービス）

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護
（通い・訪問・泊まりなどを
組み合わせたサービス）

看護小規模多機能型居宅介護

認知症対応型通所介護

認知症対応型共同生活介護
（認知症高齢者グループホーム）

有料老人ホーム

都市型軽費老人ホーム

0.3

0.9

0.2

0.2

0.2

0.1

-

1.3

0.5

0.3

31.9

7.3

0.7

1.9

0.9

0.7

0.4

0.7

1.2

4.3

0.5

0.6

12.1

3.1

1.0

2.3

0.6

1.3

1.0

0.6

2.6

7.7

-

1.9

8.7

14.8

0 10 20 30 40

要支援認定者 n=(1,280)  

要介護認定者 n=(1,344)  

特養入所待機者 n=(311)  

(%)

訪問介護
（ホームヘルプサービス）

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

訪問看護

居宅療養管理指導

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設

通所介護
（デイサービス。

地域密着型通所介護を含む）

通所リハビリテーション
（デイケア）

短期入所生活介護
（ショートステイ）

短期入所療養介護
（医療型ショートステイ）

福祉用具貸与・購入

住宅改修

16.5

1.0

4.2

3.6

1.3

13.8

14.9

0.9

0.2

19.4

7.7

0.5

0.5

24.1

8.6

14.6

15.8

3.4

28.9

13.5

7.3

0.6

34.4

10.8

6.8

1.6

20.9

4.2

8.4

13.2

3.9

31.2

9.3

25.7

0.6

27.0

7.4

9.6

10.3

0 10 20 30 40 (%)
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６．医療・在宅療養 

（１）医療の受診状況 

①医療の受診形態 

○“何らかの方法で医療を受診している”（「通院している」、「通院と往診の両方を利用して

いる」、「訪問診療・往診を利用している」の合計）は、高齢者一般で83.2％、要支援認定

者で95.7％、要介護認定者で92.9％、これから高齢期で64.7％となっている。 

○「受診していない」は、高齢者一般で12.9％、これから高齢期で33.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②医療機関の受診頻度 

○“何らかの方法で医療を受診している”と回答した人の医療機関の受診頻度は、いずれの

調査においても、「月１回程度」が最も高く、４割超から５割超となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者一般 (1,262)

要支援認定者 (1,225)

要介護認定者 (1,248)

これから高齢期 (253)

(%)
ｎ

0.3

0.6

0.8

0.6

0.5

-

4.6

3.8

2.0

5.2

6.8

2.8

21.6

27.9

8.3

48.5

42.0

47.0

14.0

12.9

32.0

1.6

2.6

5.5

3.8

2.9

1.6

- 0.2

2.53.6 11.4 51.0 25.4 3.3

2.6

ほ
ぼ
毎

日

週
４
～

５
日

週
２
～

３
日

週
１
日

月
２
～

３
回

月
１
回

程
度

２
～

３

か
月
に

１
回
程

度

そ
の
他

無
回
答

高齢者一般 (1,516) 83.2

要支援認定者 (1,280) 95.7

要介護認定者 (1,344) 92.9

これから高齢期 (391) 64.7

(%)

〈
何
ら
か
の
方
法
で

医
療
を
受
診
し
て
い
る

〉

ｎ

88.4

60.2

63.9

3.0

8.1

0.8

4.3

24.6

-

2.7

2.8

33.5

1.6

4.3

1.8

82.3

0.5

0.5 12.9 3.8

通
院

し

て

い
る

通
院

と

往

診
の

両

方

を
利

用

し

て
い

る

訪
問

診

療

・
往

診

を

利
用

し

て

い
る

受
診

し

て

い
な

い

無
回

答

〈
何
ら
か
の
方
法
で 

医
療
を
受
診
し
て
い
る
〉 
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（２）在宅療養 

①在宅療養の希望と実現可能性 

○脳卒中の後遺症や末期がんなどで長期療養が必要になった場合、病院などへの入院・入所

はしないで、自宅で生活したいかどうか聞いたところ、“在宅療養を希望する”（「現在、在

宅医療や介護を受けている」、「在宅医療や介護を希望する（実現可能だと思う）」、「在宅医

療や介護を希望するが、実現は難しいと思う」の合計）と回答した人は、高齢者一般で

48.8％、要支援認定者で53.2％、要介護認定者で63.8％、これから高齢期で48.1％となっ

ており、いずれの調査でも、「在宅医療や介護を希望しない」を上回っている。 

○“在宅療養を希望する”と回答した人の在宅療養の実現可能性は、高齢者一般、要支援認

定者、これから高齢期で「難しいと思う」が“可能だと思う”（「現在、在宅医療や介護を

受けている」と「在宅医療や介護を希望する（実現可能だと思う）」の合計）を上回ってい

る一方で、要介護認定者では、“可能だと思う”が「難しいと思う」を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者一般 (1,516) 48.8 11.5

要支援認定者 (1,280) 53.2 20.2

要介護認定者 (1,344) 63.8 40.8

これから高齢期 (391) 48.1 10.2

(%)

〈
在
宅
療
養
を
希
望
す
る

〉

〈
在
宅
療
養
は
可
能
だ
と
思
う

〉
ｎ

6.6

28.8

-

13.6

12.0

10.2

33.0

23.1

37.9

12.1

7.7

16.1

27.0

20.7

34.5

7.7

7.7

1.3

0.5

10.9 37.3 15.3 30.7 5.1

現

在

、
在
宅

医

療
や

介

護
を

受
け

て

い
る

在

宅
医

療
や

介

護
を

希

望
す

る

（
実

現
可

能

だ
と

思
う

）

在

宅
医

療
や

介

護
を

希

望
す

る
が

、
実
現

は

難
し

い
と

思

う

在

宅
医

療
や

介

護
を

希

望
し

な
い

わ

か
ら

な
い

無

回
答
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②在宅療養生活を継続するために必要なこと 

○要支援認定者では、「体調急変時に一時的に入院できる体制が整っている」（43.4％）が最

も高く、次いで「24時間365日必要に応じて、定期的かつ随時に、自宅でヘルパーや看護師

に食事・入浴などの介助や緊急時に対応してもらえる」（41.3％）、「困ったときにいつでも

身近に相談できる体制が整っている」（35.9％）の順となっている。 

○要介護認定者では、「24時間365日必要に応じて、定期的かつ随時に、自宅でヘルパーや看

護師に食事・入浴などの介助や緊急時に対応してもらえる」（49.0％）が最も高く、次いで

「家族が理解・協力してくれる」（45.2％）、「体調急変時に一時的に入院できる体制が整っ

ている」（42.2％）の順となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24時間365日必要に応じて、定期的かつ随時に、
自宅でヘルパーや看護師に食事・入浴などの介助や緊急時に対応してもらえる

24時間365日必要に応じて、計画的あるいは随時に、
自宅で医師に診療してもらえる

施設へ通うことを中心に、自宅へ訪問してもらったり、
施設へ泊まったりするなど、柔軟に対応してもらえる

認知症に配慮した介護保険サービスが整っている

リハビリができる入院施設が整備されている

家族が理解・協力してくれる

その他

特にない

無回答

体調急変時に一時的に入院できる体制が整っている

デイサービスやショートステイを利用したいときに利用できる

段差の解消や手すりなど、住まいの構造や設備がバリアフリーになっている

配食や買い物、ごみ出しなどの生活面を支援してもらえる

困ったときにいつでも身近に相談できる体制が整っている

声かけや見守りをしてくれるなど地域の理解や支えがある

41.3

32.4

29.3

15.3

21.4

43.4

29.7

19.5

33.5

35.9

16.6

34.1

3.9

5.5

7.8

49.0

40.6

32.3

24.8

21.4

42.2

35.4

21.9

28.3

35.0

15.3

45.2

3.9

5.7

6.4

0 20 40 60

要支援認定者 n=(1,280)  

要介護認定者 n=(1,344)  

(%)



18 

（３）人生の最終段階における医療・ケア 

①終活への興味 

○“興味がある”（「大いにある」、「少しある」の合計）は、高齢者一般で61.4％、要支援認

定者で58.0％、要介護認定者で39.1％、これから高齢期で65.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②終活に関して手助けが必要なこと 

○いずれの調査でも、「身の回りの持ち物などの整理」、「特にない」が上位に挙がっている。 

○これから高齢期では、「契約関係の整理」が32.2％、「デジタル遺品の整理」が21.2％と他

の調査と比べて高くなっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者一般 (1,516) 61.4 35.3

要支援認定者 (1,280) 58.0 33.3

要介護認定者 (1,344) 39.1 53.4

これから高齢期 (391) 65.5 33.5

(%)

〈
興
味
が
あ
る

〉

〈
興
味
が
な
い

〉
ｎ

17.6

11.2

14.3

40.5

27.9

51.2

25.4

34.8

24.8

7.9

18.6

8.7

8.7

7.5

1.0

17.0 44.5 28.4 6.9 3.3

大

い

に

あ
る

少

し

あ

る

あ

ま

り

な
い

全

く

な

い

無

回

答

遺言の作成

エンディングノートの作成

契約関係の整理

身の回りの持ち物などの整理

お墓・葬儀の準備

デジタル遺品の整理

その他

特にない

無回答

12.0

8.5

18.2

38.0

14.2

7.6

1.5

34.8

7.9

11.1

8.0

16.7

44.0

13.4

3.7

1.6

31.3

8.1

10.2

7.1

15.9

35.6

14.8

2.7

1.4

40.0

7.3

15.9

11.0

32.2

39.4

21.0

21.2

3.1

29.4

2.6

0 20 40 60

高齢者一般 n=(1,516)  

要支援認定者 n=(1,280)  

要介護認定者 n=(1,344)  

これから高齢期 n=(391)  

(%)
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７．地域包括支援センター 

（１）地域包括支援センターの認知度 

○“知っている”（「現在利用している」、「利用したことがある」、「名前は知っているが、利

用したことはない」の合計）は、高齢者一般で62.9％、要支援認定者で79.2％、要介護認

定者で72.2％、これから高齢期で55.0％となっている。 

○いずれの調査でも、“知っている”が「知らない」を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者一般 (1,516) 62.9

要支援認定者 (1,280) 79.2

要介護認定者 (1,344) 72.2

これから高齢期 (391) 55.0

(%)

〈
知

っ
て
い
る

〉
ｎ

43.2

25.2

2.0

17.0

24.9

8.2

19.1

22.1

44.8

11.1

19.9

44.0

9.7

8.0

1.0

2.9

7.0 53.0 32.3 4.7

現

在

利

用
し

て

い

る

利

用

し

た
こ

と

が

あ

る

名

前

は

知

っ

て

い

る

が

、

利

用

し

た
こ

と

は

な

い

知

ら

な

い

無

回

答
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（２）認知症 

①認知症ではないかと感じたときの相談先 

○いずれの調査でも、「家族・親族」、「かかりつけ医」が上位に挙がっている。 

○「ケアマネジャー」は、要支援認定者で35.4％、要介護認定者で39.0％と他の調査と比べ

て高くなっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族・親族

知人・友人

かかりつけ医

精神科などの専門医

ケアマネジャー

介護家族の会や認知症カフェ

民生・児童委員

地域包括支援センター

保健相談所

社会福祉協議会

その他

相談しない

無回答

64.4

15.9

56.1

24.7

8.3

1.5

2.9

19.3

11.0

3.0

1.8

0.7

4.6

55.2

9.3

57.3

19.9

35.4

1.4

2.4

27.6

5.7

2.1

1.4

0.8

9.6

57.4

7.1

57.4

18.3

39.0

1.3

1.6

18.0

3.6

1.6

1.8

2.2

7.1

62.9

19.9

45.5

32.5

15.6

1.0

0.8

18.4

10.5

0.8

2.0

1.0

1.0

0 20 40 60 80

高齢者一般 n=(1,516)  

要支援認定者 n=(1,280)  

要介護認定者 n=(1,344)  

これから高齢期 n=(391)  

(%)
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②認知症施策で必要なこと 

○いずれの調査でも、「認知症の兆候を早期に発見できる仕組みづくり」が最も高く、次いで

「介護している家族の負担の軽減」の順となっている。 

○これから高齢期では、「介護している家族の負担の軽減」が49.1％と他の調査と比べて高く

なっている。 

 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

認知症の兆候を
早期に発見できる仕組みづくり

介護している家族の負担の軽減

認知症予防についての講習会や情報提供

介護保険制度や成年後見制度、
その他の利用できるサービスに関する情報提供

権利擁護センター「ほっとサポートねりま」
からの支援

その他

特にない

医療と介護保険サービスの連携による
認知症の人を支える仕組みづくり

認知症について正しい知識を得るための
講習会や情報提供

地域での見守りなど、日常的な支え合い

本人や家族が気軽に相談できる場所や
共に活動できる居場所の整備

認知症の人本人が自らの気持ちや
必要としていることを話し合える場や機会の提供

認知症高齢者グループホームの整備など、
介護保険サービスの充実

無回答

50.1

25.4

16.2

11.0

28.4

10.0

13.6

35.2

8.1

7.8

2.1

1.5

3.6

13.9

49.8

24.8

17.4

14.2

22.6

9.8

9.6

26.1

7.0

3.9

2.0

1.6

4.9

17.1

43.9

30.8

11.5

13.0

19.3

8.6

12.4

38.5

4.4

4.5

1.3

1.6

6.3

14.7

55.0

37.3

12.3

9.0

30.7

9.7

15.1

49.1

7.4

9.7

1.5

0.8

2.3

5.6

0 20 40 60

高齢者一般 n=(1,516)  

要支援認定者 n=(1,280)  

要介護認定者 n=(1,344)  

これから高齢期 n=(391)  

(%)
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８．日常生活の状況 

（１）高齢者だと思う年齢 

○“75歳以上”（「75歳以上」と「80歳以上」の合計）は、高齢者一般で61.3％、要支援認定

者で65.0％、要介護認定者で52.7％、これから高齢期で33.0％となっている。 

○これから高齢期では、「70歳以上」が４割半ばと他の調査と比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 経年比較／ 高齢者一般 ］ 

○令和元年度の調査結果と比較すると、令和４年度の調査結果は、“75歳以上”が５ポイント

高くなっている。 

（％） 

 

n 

60
歳
以
上 

65
歳
以
上 

70
歳
以
上 

75
歳
以
上 

80
歳
以
上 

そ
の
他 

無
回
答 

 

75
歳
以
上 

令和４年度 1,516 0.4  5.4  26.7  33.4  28.0  1.8  4.3   61.3  

令和元年度 1,447 0.7  3.9  24.4  31.9  24.3  1.4  13.4   56.3  

平成28年度 1,494 0.3  3.9  30.6  29.9  22.3  1.6  11.3   52.2  

 

 

  

高齢者一般 (1,516) 61.3

要支援認定者 (1,280) 65.0

要介護認定者 (1,344) 52.7

これから高齢期 (391) 33.0

〈
7
5
歳
以
上

〉(%)
ｎ

0.8

1.6

2.3

3.7

6.9

18.7

24.5

31.7

43.5

26.8

24.9

21.5

38.2

27.8

11.5

1.6

1.8

1.0

4.5

5.4

1.5

0.4

5.4 26.7 33.4 28.0

1.8

4.3

60
歳
以
上 

65
歳
以
上 

70
歳
以
上 

75
歳
以
上 

80
歳
以
上 

そ
の
他 

無
回
答 

〈
75
歳
以
上
〉 
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（２）スマートフォン等の情報通信機器の使用状況 

①使用状況 

○スマートフォンを“使う”（「よく使う」と「まあ使う」の合計）は、高齢者一般で62.1％、

これから高齢期で92.3％となっている。 

 

高齢者一般 これから高齢期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②情報通信機器の使用にあたっての困りごと 

○いずれかの情報通信機器を“使う”と回答した人で、“何らかの困りごとがある”（「特にな

い」を除く）と回答した人は、高齢者一般で73.8％、これから高齢期で64.8％となってい

る。 

○高齢者一般では、「機能・サービスが複雑である」（35.1％）が最も高く、次いで「個人情

報の不正利用や詐欺サイト接続等の不安」（33.1％）、「機器の操作が難しい」（30.6％）の

順となっている。 

○これから高齢期では、「個人情報の不正利用や詐欺サイト接続等の不安」が32.8％を占める

一方、「特にない」が30.1％となっている。 

 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他

特にない

無回答

機器の接続方法がわかりづらい

個人情報の不正利用や詐欺サイト接続等の不安

通信料金等の維持費が高い

以前できた操作方法を忘れてしまう

文字が読みにくい

教えてくれる人、相談する人がいない

機能・サービスが複雑である

機器の操作が難しい

35.1

30.6

11.1

33.1

21.6

7.5

4.8

11.6

1.7

17.4

8.8

25.3

12.5

6.7

32.8

28.0

1.6

6.4

6.4

0.5

30.1

5.1

0 10 20 30 40

高齢者一般 n=(1,028)  

これから高齢期 n=(375)  

(%)

(%)

71.4

17.6

21.0

13.3

2.3

16.6

3.6

44.5

1.8

7.9

47.6 21.7 13.8 12.8

4.1

よ
く
使

う

ま
あ
使

う

使
わ
な

い

持

っ
て

い
な
い

無
回
答

①パソコン (1,516)

②スマートフォン (1,516)

③タブレット型端末 (1,516)

(%)
ｎ

32.5

6.7

29.6

7.6

8.5

10.6

18.9

56.7

10.6

18.5

18.3 15.3 14.9 36.5 15.0

よ
く
使

う

ま
あ
使

う

使
わ
な

い

持

っ
て

い
な
い

無
回
答
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（３）新型コロナウイルス感染症拡大の暮らしへ影響 

○感染症流行前と比べて、自身の暮らしにどのような影響があったのかを聞いた。 

○いずれの調査でも、「増えた」が「減った」よりも高い項目は、“⑦認知機能の低下や物忘

れを自覚する・指摘される頻度”、“⑧時間を持て余す頻度”、“⑨不安やストレスを感じる

頻度”、“⑩孤立・孤独を感じる頻度”、“⑪健康への意識”となっている。特に、“⑪健康へ

の意識”は、「増えた」が「減った」よりも30ポイント以上高くなっている。 

○いずれの調査でも、「減った」が「増えた」よりも高い項目は、“③友人・知人との会話や

連絡の頻度”、“④生活に必要な外出の頻度”、“⑤趣味活動や社会参加の外出の頻度”、“⑥

体力・筋力”、“⑬収入”となっている。特に、“⑤趣味活動や社会参加の外出の頻度”、“⑥

体力・筋力”は、「減った」が「増えた」よりも30ポイント以上高くなっている。 

○介護サービスの利用頻度は、“⑮訪問サービス”、“⑯通所サービス”ともに、「増えた」が

「減った」より若干高くなっている。 

 

高齢者一般 これから高齢期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(391)

(%)
ｎ

20.5

5.9

3.3

2.8

4.1

9.7

14.1

28.6

14.8

45.0

8.7

0.5

35.3

63.4

47.3

52.2

39.4

48.1

70.6

70.1

62.4

74.9

48.3

73.9

60.4

56.0

10.2

41.7

40.4

38.6

41.9

2.3

5.4

1.8

0.8

0.8

11.5

29.9

1.5

2.0

1.3

0.5

14.6

2.0

13.6

6.6

3.3

5.6

1.8

2.0

5.4

3.1

3.8

3.8

3.6

4.6

3.8

3.8

3.8

3.8

3.8

4.1

3.8

3.8

4.1

27.4 54.7 7.2 6.6

4.1

増

え

た

変

化

な

し

減

っ
た

事

柄

が

該

当

し

な

い

・

わ

か

ら

な

い

無

回

答

①自宅での趣味・学習・教養
などに充てる時間

(1,516)

②家族との会話や連絡の頻度 (1,516)

③友人・知人との
会話や連絡の頻度

(1,516)

④生活に必要な外出の頻度 (1,516)

⑤趣味活動や社会参加の
外出の頻度

(1,516)

⑥体力・筋力 (1,516)

⑦認知機能の低下や物忘れを
自覚する・指摘される頻度

(1,516)

⑧時間を持て余す頻度 (1,516)

⑨不安やストレスを感じる頻度 (1,516)

⑩孤立・孤独を感じる頻度 (1,516)

⑪健康への意識 (1,516)

⑫健康診断・各種検診
への受診頻度

(1,516)

⑬収入 (1,516)

⑭ＩＣＴ機器の使用 (1,516)

(%)
ｎ

15.0

8.9

4.2

1.6

1.3

12.3

12.9

18.7

9.8

36.8

8.8

0.7

15.6

60.6

45.8

48.9

35.6

44.7

63.0

65.2

61.5

69.1

47.8

69.9

60.6

48.5

7.2

28.6

33.2

35.4

38.5

2.9

2.6

1.3

1.6

0.9

6.2

21.0

2.9

3.4

3.0

0.9

12.9

2.3

8.0

5.5

5.1

6.1

1.5

2.2

3.9

18.3

13.8

13.7

12.8

14.4

13.3

13.7

13.7

13.3

13.5

13.0

12.9

13.9

14.6

17.9 52.2 5.9 8.8 15.2

増

え

た

変

化

な

し

減

っ
た

事

柄

が

該

当

し

な

い

・

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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要支援認定者 要介護認定者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(1,344)

(%)
ｎ

13.4

7.7

2.8

0.7

1.3

30.1

25.6

30.4

21.6

36.4

11.2

0.7

6.1

10.8

9.0

50.1

36.9

30.8

20.8

25.4

39.6

46.6

45.4

53.3

41.4

63.1

57.9

24.4

46.7

43.2

17.4

33.7

44.9

35.9

54.4

7.7

5.0

3.6

2.9

3.9

8.6

18.1

7.8

4.0

7.5

7.7

11.3

10.8

30.1

7.7

11.7

11.8

9.7

11.2

8.1

6.5

11.3

48.1

26.7

28.4

11.5

10.4

10.8

12.5

11.3

10.9

11.1

10.9

10.9

10.2

10.6

12.1

13.6

11.8

11.9

9.0 44.1 11.3 22.5 13.0

増

え

た

変

化

な

し

減

っ
た

事

柄

が

該

当

し

な

い

・

わ

か

ら

な

い

無

回

答

①自宅での趣味・学習・教養
などに充てる時間

(1,280)

②家族との会話や連絡の頻度 (1,280)

③友人・知人との
会話や連絡の頻度

(1,280)

④生活に必要な外出の頻度 (1,280)

⑤趣味活動や社会参加の
外出の頻度

(1,280)

⑥体力・筋力 (1,280)

⑦認知機能の低下や物忘れを
自覚する・指摘される頻度

(1,280)

⑧時間を持て余す頻度 (1,280)

⑨不安やストレスを感じる頻度 (1,280)

⑩孤立・孤独を感じる頻度 (1,280)

⑪健康への意識 (1,280)

⑫健康診断・各種検診
への受診頻度

(1,280)

⑬収入 (1,280)

⑭ＩＣＴ機器の使用 (1,280)

⑮介護保険サービスの利用頻度
（訪問サービス）

(1,280)

⑯介護保険サービスの利用頻度
（通所サービス）

(1,280)

(%)
ｎ

18.8

14.0

4.9

2.0

1.9

22.7

21.7

29.6

20.9

46.3

15.2

0.5

12.4

5.3

5.0

49.4

37.5

38.5

24.1

27.1

48.1

53.0

48.8

57.1

35.5

62.5

59.2

27.2

41.3

40.5

12.1

30.5

42.0

39.2

54.5

5.5

5.2

2.6

2.2

3.1

6.8

18.8

7.5

3.1

3.6

3.8

3.3

2.0

17.8

3.1

8.7

5.4

4.5

5.0

2.3

1.7

6.5

35.5

33.0

34.4

15.9

14.8

12.6

16.9

13.4

15.1

14.7

14.5

14.8

12.8

13.8

15.1

17.4

17.3

16.5

16.9 43.4 10.6 10.1 19.0

増

え

た

変

化

な

し

減

っ
た

事

柄

が

該

当

し

な

い

・

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（４）今後力を入れてほしい高齢者施策 

○高齢者一般では、「介護が必要にならないようにする介護予防・認知症予防の充実」

（28.8％）が最も高く、次いで「健康管理・健康づくりへの支援」（25.1％）、「介護が必要

な高齢者に対するサービスの充実」（22.7％）、「介護している家族への支援」（21.4％）、

「特別養護老人ホームなどの介護施設の整備」（20.3％）の順となっている。 

○要支援認定者では、「健康管理・健康づくりへの支援」（26.6％）、「介護が必要にならない

ようにする介護予防・認知症予防の充実」（23.5％）が上位に挙がっている。 

○要介護認定者では、「介護が必要な高齢者に対するサービスの充実」（26.6％）、「介護して

いる家族への支援」（26.0％）が上位に挙がっている。 

○これから高齢期では、「介護している家族への支援」（32.5％）、「介護が必要な高齢者に対

するサービスの充実」（25.3％）が上位に挙がっている 

 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特別養護老人ホームなどの
介護施設の整備

認知症高齢者への支援

定期的な
安否確認のための見守り

介護している家族への支援

防犯・防災対策

その他

わからない

特にない

無回答

20.3

7.3

7.9

21.4

9.5

0.8

3.5

4.2

7.7

17.8

7.2

10.0

19.4

7.8

1.0

3.8

2.8

12.8

20.4

13.6

5.9

26.0

5.0

1.1

6.9

3.3

12.4

18.2

8.7

7.7

32.5

7.9

1.8

3.8

2.6

4.9

0 20 40 60

高齢者一般 n=(1,516)  

要支援認定者 n=(1,280)  

要介護認定者 n=(1,344)  

これから高齢期 n=(391)  

(%)

生きがいづくり・社会参加への支援

高齢者が住みやすい住宅への支援

介護が必要な高齢者に対する
サービスの充実

地域における
ボランティア活動・組織への支援

就労支援

健康管理・健康づくりへの支援

急性期の病院から在宅生活へつなぐ
回復期リハビリテーション病床の整備

在宅療養を受けている患者の
緊急時の入院を受け入れる病床の整備

介護が必要にならないようにする
介護予防・認知症予防の充実

公共的建物や道路、公園などの
バリアフリー化

14.4

9.8

25.1

14.5

18.7

28.8

6.9

17.2

22.7

2.8

14.0

3.0

26.6

12.3

21.9

23.5

8.0

13.8

22.8

2.0

11.0

2.2

19.0

14.8

24.0

15.9

6.5

9.4

26.6

1.6

22.0

21.0

21.5

13.0

14.1

19.7

10.5

17.9

25.3

2.3

0 20 40 60(%)
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９．家族介護の状況 

（１）主な介護者 

○主な介護者が「家族である」と回答した人は、いずれの調査でも、９割近くから９割半ば

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除いて集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要支援認定者 (489)

要介護認定者 (995)

【特養入所待機者】
全体

(268)

13ポイント以上 (61)

12ポイント以下 (207)

(%)
ｎ

92.9

91.4

88.5

92.3

7.1

8.6

11.5

7.7

95.1 4.9

家

族

で

あ

る

家

族

で

は

な

い
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（２）調査対象者の介護以外の負担の状況 

○主な家族介護者の調査対象者の介護以外の負担の状況は、いずれの調査でも、「本人の介護

のみしている」が最も高くなっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 調査対象者の介護以外の負担の状況 ］ 

○“本人の介護以外に育児や他の家族の介護をしている”（「本人の介護のみしている」を除

く）は、いずれの調査でも、３割前後となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要支援認定者 (465)

要介護認定者 (924)

特養入所待機者 (245)

(%)
ｎ

29.4

30.2

58.2

52.2

12.3

17.6

24.5 47.7 27.7

本
人
の

介
護
以

外
に
育

児
や
他

の
家
族

の
介
護

を
し
て

い
る

本
人
の

介
護
の

み
し
て

い
る

無
回
答

自分の子の育児をしている

孫の世話をしている

幼い兄弟姉妹の世話をしている

本人の介護のみしている

その他

無回答

他の家族の介護や世話をしている

4.3

4.1

-

11.0

47.7

7.5

27.7

4.3

6.6

-

13.6

58.2

6.6

12.3

4.9

6.5

-

12.7

52.2

8.2

17.6

3.7

9.3

-

16.7

42.6

5.6

24.1

5.2

5.8

-

11.5

55.0

8.9

15.7

0 20 40 60 (%)

要支援認定者 n=(465)

要介護認定者 n=(924)

【特養入所待機者】全体 n=(245)

13ポイント以上 n=(54)

12ポイント以下 n=(191)
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１０．特別養護老人ホーム入所申込みの状況 

（１）現在の生活場所 

○現在の生活場所は、「自宅（家族などとの同居も含む）」（42.8％）が最も高く、次いで「特

別養護老人ホーム」（14.5％）、「介護老人保健施設」（11.3％）、「有料老人ホーム」（9.3％）

の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅（家族などとの同居も含む）

介護老人保健施設

病院に入院中

介護療養型医療施設（介護医療院を含む）

認知症高齢者グループホーム

有料老人ホーム

都市型軽費老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

特別養護老人ホーム

その他

無回答

42.8

11.3

7.1

1.9

2.9

9.3

-

2.3

14.5

3.9

4.2

61.5

4.6

6.2

-

1.5

7.7

-

4.6

4.6

1.5

7.7

37.8

13.0

7.3

2.4

3.3

9.8

-

1.6

17.1

4.5

3.3

0 20 40 60 80

【特養入所待機者】全体 n=(311)  

13ポイント以上 n=(65)  

12ポイント以下 n=(246)  

(%)
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（２）入所の希望時期 

○「すぐに入所したい」が34.1％で最も高くなっている。 

○“１年以内に入所したい”（「すぐに入所したい」、「３か月以内に入所したい」、「６か月以

内に入所したい」、「１年以内に入所したい」の合計）は56.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特別養護老人ホームを申し込んだ理由 

○「家族が精神的・身体的に疲れているため」（44.4％）が最も高く、次いで「将来の介護に

不安を感じるため（44.1％）」となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【特養入所待機者】
全体

(311) 56.6

13ポイント以上 (65) 49.2

12ポイント以下 (246) 58.5

〈
１
年
以
内
に

入
所
し
た
い

〉(%)
ｎ

30.8

35.0

7.7

7.3

4.6

7.3

6.2

8.9

6.2

4.9

18.5

13.4

26.2

23.2

34.1 7.4 6.8 8.4 5.1 14.5 23.8

す

ぐ

に

入
所

し

た

い

３

か

月

以
内

に

入

所

し
た

い ６

か

月

以
内

に

入

所

し
た

い １

年

以

内
に

入

所

し

た
い

２

年

以

内
に

入

所

し

た
い

そ

の

他

無

回

答

家族が精神的・身体的に疲れているため

将来の介護に不安を感じるため

家族が働いており、介護する家族がいないため

１人暮らしで介護する同居の家族がいないため

現在の住居がバリアフリー化されていないため

24時間のホームヘルプサービス（訪問介護）が必要なときに使えないため

ショートステイ（短期入所生活介護）が必要なときに使えないため

デイサービス（通所介護）が必要なときに使えないため

現在の在宅サービスの内容に不満があるため

その他

無回答

44.4

44.1

23.2

21.2

18.0

5.5

4.2

2.3

1.3

11.6

16.1

29.2

46.2

21.5

30.8

9.2

4.6

6.2

-

3.1

7.7

20.0

48.4

43.5

23.6

18.7

20.3

5.7

3.7

2.8

0.8

12.6

15.0

0 20 40 60

【特養入所待機者】全体 n=(311)  

13ポイント以上 n=(65)  

12ポイント以下 n=(246)  

(%)
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（４）入所したい施設の優先順位 

○“現在特別養護老人ホーム以外に申込み・利用を検討している施設がある“と回答した人

に、入所したい施設の優先順位を聞いたところ、第１位としての回答数は、「特別養護老人

ホーム（64.4％)が最も高く、次いで「介護療養型医療施設（介護医療院を含む）」

（11.5％）、「介護老人保健施設」（9.2％）の順となっている。 

 

（第１位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）在宅生活の継続希望 

○“当分は在宅生活を継続する”（「ぜひ、今の家で生活を続けたい」、「可能な限り今の家で

生活を続けたい」、「いつかは特別養護老人ホームに入所したい」の合計）は47.9％で、「な

るべく早く特別養護老人ホームに入所したい」（30.5％）を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【特養入所待機者】
全体

(311) 47.9

13ポイント以上 (65) 52.3

12ポイント以下 (246) 46.7

〈
当
分
は
在
宅
生
活

を
継
続
す
る

〉(%)
ｎ

7.7

6.9

29.2

20.3

15.4

19.5

27.7

31.3

20.0

22.0

7.1 22.2 18.6 30.5 21.5

ぜ
ひ

、
今
の
家

で
生
活

を
続
け

た
い

可
能
な

限
り
今

の
家
で

生
活
を

続
け
た

い

い
つ
か

は
特
別

養
護
老

人
ホ
ー

ム
に
入

所
し
た

い な
る
べ

く
早
く

特
別
養

護
老
人

ホ
ー

ム

に
入
所

し
た
い

無
回
答

介護老人福祉施設
(特別養護老人ホーム)

介護療養型医療施設
（介護医療院を含む）

介護老人保健施設

都市型軽費
老人ホーム

認知症高齢者
グループホーム

一般の病院
（医療保険での入院）

有料老人ホーム

サービス付き
高齢者向け住宅

その他

無回答

64.4

11.5

9.2

3.4

2.3

1.1

1.1

-

-

6.9

68.4

15.8

5.3

5.3

-

-

-

-

-

5.3

63.2

10.3

10.3

2.9

2.9

1.5

1.5

-

-

7.4

0 20 40 60 80

【特養入所待機者】全体 n=(87)  

13ポイント以上 n=(19)  

12ポイント以下 n=(68)  

(%)
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（６）ショートステイの利用状況 

①希望する時期の利用状況 

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の希望する時期の利用状況は、

“利用できている”（「利用できている」と「利用できるときが多い」の合計）が73.8％と、

“利用できない”（「利用できない」と「利用できないときが多い」の合計）の10.3％を大き

く上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②希望施設の利用状況 

○“過去１年間にショートステイを利用した”と回答した人の希望施設の利用状況は、“利用

できている”（「利用できている」と「利用できるときが多い」の合計）が73.8％と、“利用

できない”（「利用できない」と「利用できないときが多い」の合計）の6.9％を大きく上

回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【特養入所待機者】
全体

(145) 73.8 6.9

13ポイント以上 (34) 70.6 8.8

12ポイント以下 (111) 74.8 6.3

(%)

〈
希
望
す
る
施
設
を
利
用
で
き
て
い
る

〉

〈
希
望
す
る
施
設
を
利
用
で
き
な
い

〉ｎ

41.2

59.5

29.4

15.3

5.9

11.7

2.9

2.7

5.9

3.6

14.7

7.2

55.2 18.6 10.3

2.8

4.1 9.0

利

用

で

き

て

い

る

利

用

で

き

る

と

き

が

多

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

利

用

で

き

な

い

と

き

が

多

い

利

用

で

き

な

い

無

回

答

【特養入所待機者】
全体

(145) 73.8 10.3

13ポイント以上 (34) 70.6 5.9

12ポイント以下 (111) 74.8 11.7

(%)

〈
希
望
す
る
時
期
に
利
用
で
き
て
い
る

〉

〈
希
望
す
る
時
期
に
利
用
で
き
な
い

〉

ｎ

26.5

46.8

44.1

27.9

14.7

10.8

5.9

6.3

-

5.4

8.8

2.7

42.1 31.7 11.7 6.2 4.1 4.1

利

用

で

き

て

い

る

利

用

で

き

る

と

き

が

多

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

利

用

で

き

な

い

と

き

が

多

い

利

用

で

き

な

い

無

回

答
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１１．介護サービス事業所調査 

（１）居宅介護支援事業所の考え 

①今後整備が必要な地域密着型サービス 

○「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」（50.4％）が最も高く、次いで「夜間対応型訪問介

護」（45.5％）、「認知症対応型通所介護」（34.1％）の順となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②都市型軽費老人ホームの需給バランス 

○「施設がやや不足している」（42.3％）が最も高くなっている。 

○“不足”（「施設が不足している」と「施設がやや不足している」の合計）は56.9％で、“過

多”（「施設が多すぎる」と「施設がやや多い」の合計）の5.7％を大きく上回っている。 

○「適正な施設数である」は32.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈
過
多

〉

〈
不
足

〉

5.7 56.9

2.4

3.3 32.5 42.3 14.6 4.9

ｎ

(123)

(%)

施

設

が

多

す

ぎ

る

施

設

が

や

や

多

い

適

正

な

施

設

数

で

あ

る

施

設

が

や

や

不

足

し

て

い

る

施

設

が

不

足

し

て

い

る

無

回

答

n=(123)  

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

看護小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

小規模多機能型居宅介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

地域密着型通所介護

特に必要はない

無回答

50.4

45.5

34.1

18.7

16.3

13.8

13.0

9.8

12.2

4.9

0 20 40 60 (%)
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（２）事業を運営する上での課題 

○「スタッフの確保」（51.7％）が最も高く、次いで「新規利用者の獲得が困難」（32.0％）、

「介護報酬が低い」（32.0％）、「スタッフの人材育成」（24.3％）の順となっている。 

 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除いて集計 

 

 

  

新規利用者の獲得が困難

介護報酬が低い

スタッフの人材育成

責任者など中堅人材の確保・育成

設備・スタッフなどが不足し量的に利用者のニーズに応えられない

利用者１人あたりの利用料が少ない

n=(391)  

スタッフの確保

利用者からの苦情や事故への対応

入居者の認知症が重度化した場合の対応

利用者の身体状況の把握が難しい

他のサービス事業所との連携

その他

特に課題はない

利用者や家族が介護保険制度やサービスをよく理解していない

他のサービス事業所との競合が激しい

医療機関との連携

訪問や送迎が非効率（エリアが広い等）

スタッフが短期間で離職してしまう

他職種との連携

51.7

32.0

32.0

24.3

19.9

17.1

14.1

10.2

9.5

5.9

5.6

4.6

4.3

3.3

2.3

1.8

1.0

4.6

2.0

0 20 40 60 (%)
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（３）ボランティアを受け入れる際の課題 

○「新型コロナウイルスの感染防止のため受け入れが難しい」（40.2％）が最も高く、次いで

「ボランティアに任せる業務の決定が難しい」（18.9％）、「受け入れ体制（指導・監督）が

整えられない」（14.8％）、「プライバシーや個人情報の保護が難しい」（11.5％）の順と

なっている。 

○「ボランティアを受け入れる予定はない」は、28.9％となっている。 

 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(540)  

新型コロナウイルスの感染防止のため受け入れが難しい

ボランティアに任せる業務の決定が難しい

受け入れ体制（指導・監督）が整えられない

ボランティアを受け入れる予定はない

無回答

プライバシーや個人情報の保護が難しい

個人の差が大きく業務を教えることが難しい

募集してもボランティアが集まらない

ボランティアの確保・手続きがわからない

利用者や家族からの信頼を得られない

その他

40.2

18.9

14.8

11.5

8.7

7.4

7.0

1.3

2.8

28.9

11.9

0 20 40 60 (%)
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（４）職員の過不足の状況 

○「やや不足」（32.4％）が最も多く、次いで「適正」（28.9％）、「不足」（21.9％）の順と

なっている。 

○“不足”（「大いに不足」、「不足」、「やや不足」の合計）は65.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 職員の過不足の状況 ＜職種別＞ ] 

○職種別の“不足”の状況は、訪問介護員（90.2％）が最も高く、次いで介護職員（73.4％）、

看護職員（53.8％）、サービス提供責任者（48.8％）、介護支援専門員（46.6％）の順と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

訪問介護員 (123) 90.2

サービス提供責任者 (121) 48.8

介護職員 (214) 73.4

看護職員 (195) 53.8

生活相談員 (147) 24.5

PT･OT･ST等 (113) 34.5

介護支援専門員 (176) 46.6

(%)

〈
不
足

〉
ｎ

0.8

0.9

3.6

-

0.9

1.1

47.9

24.3

41.5

72.1

61.1

51.1

19.0

33.6

31.3

16.3

26.5

17.6

16.5

25.7

13.8

6.1

5.3

17.0

13.2

14.0

8.7

2.0

2.7

11.9

2.5

1.4

1.0

3.4

3.5

1.1

0.8

8.1 21.1 32.5 36.6

0.8

過

剰

適

正

や

や

不

足

不

足

大

い

に

不
足

無

回

答

〈
不
足

〉

65.6

1.5

28.9 32.4 21.9 11.3 4.1

ｎ

(540)

(%)

過

剰

適

正

や

や

不

足

不

足

大

い

に

不
足

無

回

答
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第３章 高齢者基礎調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

１．日常生活の状況 

（１）からだを動かすこと 

①運動器の機能の低下 

○全体では、運動器の機能が低下している人は、11.4％となっている。 

○いずれの圏域でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 下記の項目に、３つ以上該当する場合、“運動器の機能が低下している高齢者”としている 

・階段を手すりや壁をつたわらずに昇ることができない 

・椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がることができない 

・15分続けて歩くことができない 

・過去１年間に転んだ経験が、何度もある、あるいは、１度ある 

・転倒に対して、とても不安である、あるいは、やや不安である 

 
 
 

  

  全  体 (1,577)

練馬 (356)

光が丘 (463)

石神井 (445)

大泉 (313)

(%)
ｎ

9.6

11.7

11.5

13.1

88.8

84.7

86.1

83.7

1.7

3.7

2.5

3.2

11.4 85.8

2.8

運

動

器

の

機

能

が

低

下

し

て

い

る

運

動

器

の

機

能

が

低

下

し

て

い

な

い

無

回

答
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（２）食べること 

①口腔機能の低下 

○全体では、口腔機能が低下している人は、24.4％となっている。 

○いずれの圏域でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 下記の項目に、２つ以上該当する場合、“口腔機能が低下している高齢者”としている 

・半年前に比べて固いものが食べにくくなった 

・お茶や汁物等でむせることがある 

・口の渇きが気になる 

 

②低栄養の傾向 

○全体では、低栄養状態にある人は、1.4％となっている。 

○いずれの圏域でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 下記の２項目に該当する場合、“低栄養状態にある高齢者”としている 

・身長・体重から算出されるＢＭＩが18.5以下 

・６か月間で２～３kg以上の体重減少  

  全  体 (1,577)

練馬 (356)

光が丘 (463)

石神井 (445)

大泉 (313)

(%)
ｎ

0.8

1.1

1.1

2.9

94.4

93.7

95.1

92.7

4.8

5.2

3.8

4.5

1.4

94.0 4.6

低
栄
養

状
態
に

あ
る

低
栄
養

状
態
に

な
い

無
回
答

  全  体 (1,577)

練馬 (356)

光が丘 (463)

石神井 (445)

大泉 (313)

(%)
ｎ

24.2

23.5

24.5

25.6

74.4

74.5

73.9

71.9

1.4

1.9

1.6

2.6

24.4 73.8

1.8

口

腔

機

能

が

低

下

し

て

い

る

口

腔

機

能

が

低

下

し

て

い

な

い

無

回

答
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（３）毎日の生活 

①物忘れの様子 

○全体では、物忘れが多いと感じる人は、42.2％となっている。 

○いずれの圏域でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②日常生活の自立状況 

○全体では、「いずれか１つ以上できない」人は、7.2％となっている。 

○いずれの圏域でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
※ 以下の５項目のいずれかについて「できない」と回答した人を「いずれか１つ以上できない」、５項目全てにつ

いて「できるし、している」あるいは「できるけどしていない」と回答した人を「すべてできる」に分類した 

・バスや電車を使って１人で外出すること 

・自分で食品・日用品の買い物をすること 
・自分で食事の用意をすること 

・自分で請求書の支払いをすること 

・自分で預貯金の出し入れをすること  

  全  体 (1,577)

練馬 (356)

光が丘 (463)

石神井 (445)

大泉 (313)

(%)
ｎ

6.2

7.8

6.3

8.9

91.9

89.8

90.6

88.8

2.0

2.4

3.1

2.2

7.2 90.3

2.5

い

ず
れ

か
１

つ

以
上

で

き
な

い

す

べ
て

で
き

る

無

回
答

  全  体 (1,577)

練馬 (356)

光が丘 (463)

石神井 (445)

大泉 (313)

(%)
ｎ

38.5

43.6

42.9

43.1

59.6

54.0

54.4

55.0

2.0

2.4

2.7

1.9

42.2 55.5

2.3

物
忘

れ

が

多
い

と

感
じ

る

物
忘

れ

が

多
い

と

感
じ

な

い

無
回

答
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２．認知症の相談窓口 

（１）認知症に関する相談窓口の認知度 

○全体では、認知症に関する相談窓口を知っている人（「はい」と回答した人）は、28.5％と

なっている。 

○いずれの圏域でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (1,577)

練馬 (356)

光が丘 (463)

石神井 (445)

大泉 (313)

(%)
ｎ

29.5

28.7

29.0

26.5

69.7

68.9

69.0

71.9

0.8

2.4

2.0

1.6

28.5 69.7

1.8

は
い

い
い
え

無
回
答
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第４章 在宅介護実態調査 

１．主な介護者の基本属性 

（１）主な介護者の年齢 

○「50代」と「60代」を合わせると59.0％で半数以上を占めている。70代以上は33.5％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-

-

0.9

5.5 28.5 30.5 16.7 16.8

0.4

0.7

ｎ

(564)

(%)

20
歳
未
満 

20
代 

30
代 

40
代 

50
代 

60
代 

70
代 

80
歳
以
上 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 
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２．主な介護者の働き方と就労継続見込み 

（１）主な介護者の働き方の調整状況 

○「介護のために、『労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）』し

ながら、働いている」が最も高く37.2％となっている。 

○「特に行っていない」は、27.0％となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 主な介護者の働き方の調整状況 ＜勤務形態別＞ ］ 

○『フルタイム勤務』で「特に行っていない」が３割近くとなっている。 

○働き方の調整としては、『フルタイム勤務』、『パートタイム勤務』ともに、「介護のために、

労働時間を調整しながら働いている」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）

ｎ

特
に
行

っ
て
い
な
い

介
護
の
た
め
に

、

「
労
働
時
間
を

調
整

（
残
業
免
除

、
短
時
間
勤

務

、
遅
出
・
早
帰
・
中
抜
け

等

）
」
し
な
が
ら

、
働
い
て
い
る

介
護
の
た
め
に

、

「
休
暇

（
年
休

や
介
護
休
暇
等

）
」
を
取
り
な
が

ら

、
働
い
て
い
る

介
護
の
た
め
に

、

「
在
宅
勤
務

」

を
利
用
し
な
が
ら

、
働
い
て
い
る

介
護
の
た
め
に

、
左
記
以
外
の
調

整
を
し
な
が
ら

、
働
い
て
い
る

わ
か
ら
な
い

フルタイム勤務 125 29.6 32.0 26.4 21.6 12.8 -

パートタイム勤務 100 24.0 44.0 15.0 4.0 23.0 -

n=(226)  

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、
遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を
取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

介護のために、上記以外の調整をしながら、働いている

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

27.0

37.2

21.2

13.7

17.3

-

0.4

0 10 20 30 40 (%)
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（２）主な介護者が不安に感じる介護等 

○「外出の付き添い、送迎等」（33.0％）、「認知症状への対応」（31.5％）が上位に挙がって

いる。「不安に感じていることは、特にない」は5.5％にとどまっている。 

 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除いて集計 

 

 

［ 主な介護者が不安に感じる介護等 ＜要介護度別＞ ］ 

○『要支援１・２』、『要介護１・２』では「外出の付き添い、送迎等」が最も高く、４割近

くから５割超となっている。 

○『要介護３以上』では「日中の排泄」（45.7％）が最も高く、次いで「夜間の排泄」

（36.6％）、「認知症状への対応」（34.1％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）

ｎ

日
中
の
排
泄

夜
間
の
排
泄

食
事
の
介
助

（
食
べ
る
時

）

入
浴
・
洗
身

身
だ
し
な
み

（
洗
顔
・
歯
磨
き
等

）

衣
服
の
着
脱

屋
内
の
移
乗
・
移
動

外
出
の
付
き
添
い

、
送
迎
等

服
薬

認
知
症
状
へ
の
対
応

医
療
面
で
の
対
応

（
経
管
栄

養

、
ス
ト
ー
マ
等

）

食
事
の
準
備

（
調
理
等

）

そ
の
他
の
家
事

（
掃
除

、
洗

濯

、
買
い
物
等

）

金
銭
管
理
や
生
活
面
に
必
要

な
諸
手
続
き

そ
の
他

不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と

は

、
特
に
な
い

主
な
介
護
者
に
確
認
し
な
い

と

、
わ
か
ら
な
い

要支援１・２ 91 16.5 16.5 6.6 23.1 1.1 1.1 19.8 50.5 4.4 15.4 3.3 25.3 24.2 6.6 4.4 8.8 1.1

要介護１・２ 266 16.9 15.8 6.4 26.7 5.6 5.6 24.1 38.7 22.6 35.7 4.9 17.3 12.0 9.4 4.1 4.9 0.4

要介護３以上 164 45.7 36.6 17.7 22.6 9.1 7.9 25.0 14.0 9.8 34.1 7.9 15.2 6.7 8.5 3.0 4.9 -

n=(524)  

外出の付き添い、送迎等

認知症状への対応

日中の排泄

入浴・洗身

屋内の移乗・移動

夜間の排泄

食事の準備（調理等）

服薬

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

食事の介助（食べる時）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

33.0

31.5

25.8

24.6

23.7

22.3

17.9

15.5

12.6

9.9

8.6

5.9

5.7

5.5

3.8

5.5

0.4

-

0 10 20 30 40 (%)
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第５章 施設整備調査 

１．特別養護老人ホーム 

（１）利用状況（各年12月末現在） 

○定員に対する入所者の割合は、いずれの年も９割超となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度に開設した３施設を除いて集計 

 

（２）直近１年間の入所者の待期期間 

○令和４年中の入所者のうち、５割半ばの方が申込から約３か月以内に入所しており、１年

以内に入所した方は９割超となっている。 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度に開設した３施設を除いて集計 

 

 

２．地域密着型サービス 

（１）地域密着型サービスの課題（複数回答） 

○地域密着型サービスの課題は、「利用者が限定される」（48.0％）が最も高く、次いで「サー

ビスの内容があまり知られていない」（45.1％）、「介護報酬・加算が少ない」（42.8％）の順

となっている。 

 

 

 

 

  

定
員

入
所
者
数

入
所
率

平
均
要
介
護
度

令和２年 2,245人 2,156人 96.0％ 4.11

令和３年 2,379人 2,280人 95.8％ 4.12

令和４年 2,485人 2,293人 92.3％ 4.15

１
か
月
以
内

３
か
月
以
内

６
か
月
以
内

１
年
以
内

２
年
以
内

３
年
以
内

３
年
超

合
計

111 220 167 77 31 7.0 4.0 617

18.0％ 35.7％ 27.1％ 12.5％ 5.0％ 1.1％ 0.6％

（上段：人）

入所者数

ｎ

サ
ー
ビ
ス
の
内

容
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い

利
用
者
が
限
定

さ
れ
る

事
業
所
の
数
が

多
い

事
業
所
の
数
が

少
な
い

介
護
報
酬
・
加

算
が
少
な
い

各
事
業
所
間
の

連
携

よ
く
わ
か
ら
な

い そ
の
他

78 83 38 3 74 45 5 17

45.1％ 48.0％ 22.0％ 1.7％ 42.8％ 26.0％ 2.9％ 9.8％
全体

（上段：所）
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